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A-65気道シャツタによる Po. ，測定装置について
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{はじめに]われわれは第16回本学会において、

小児用食道内圧測定用バルーンを利用した閉鎖弁に

よる po.，測定を行い、その結果を報告した。乙の

時の閉鎖弁の開閉は手動であったため、測定者の主

観的な感覚による~定になってしまう傾向にあった。

今回は客観的にPoぷIJ定を行うため閉鎖弁を試作、

さらに測定を行う上で極力人為的要素を排除する乙

とのできる測定装置を製作した。その使用状況およ

び測定された波形データについて報告する。

[閉鎖弁の試作]閉鎖弁の口径は気道抵抗を少な

くするため22mmとし、その閉鎖には大きな呼吸流量

にも十分対応のできるような金属のマスク板を使用

してパルスモータに固定した。パルスモータは小型

軽量でしかもトルクが大き く開閉音も小さいので理

想的であると判断した。さらに開閉時聞は計測に影

響のでないほど充分な速度を持っているのが特徴で

ある。その結果、乙の弁はアルミニウム製の重量約

800gで、形状から見ると気道シャツタと呼ペるもの

となった。シャツタの閉鎖時聞はコントローラで制

御し、 0.01、0.05、0.1、0.2の各秒を選ぶことがで

きるものとした。気道閉鎖による0.1秒間の口腔内

圧波形は直線性を示すということにより閉鎖時間を

可変とした。

測定は吸気流速50ml/secになったときに開始点の

認識を行う自動設定、開始点を任意に選定する手動

設定の二つの方法としたが、今回の測定では自動設

定による測定がほとんどであった。

[測定方法]被検者は健常人20名を対象とし、ノ

ーズクリップを装着後、気道シャツタに接続された

マウスピースにより安静呼吸をしばらくの間行わせ

た。安定したところで測定開始スイッチを押し、呼

吸流速ポートより吸気を判断してトリガを発生させ

た。そのトリガにより気道シャツタを閉じ、完全閉

鎖を確認した後に口腔内圧を測定して設定時間後に

シャツタを開放する機能とした。測定された口腔内

圧波形はシャツタ閉鎖波形とともにA/D変換後、

コンピュータに取込んで波形の解析を行った。波形

解析にはバイオパツクシステム社製の解析ソフト「

アクノリッジ」を使用した。

[結果]気道シャツタ閉鎖時間 0.01、0.05、0.1、

0.2秒での健常者20名のpo.，値は、 -lcmH20以下と

なった。また口腔内圧波形は閉鎖時間0.1、0.2秒で

きわめて良い直線性を示した。しかし直線性を示さ

ないものも多々あることが判明、これらについては

その波形を微分して直線性の確認を行った。その結

果、シャツタ閉鎖速度が速いほど微分値が大きなも

のとなり、そのほとんどが閉鎖直後にピークが現れ

ることがわかった。乙のピーク値をそのまま採用す

るかは今後の検討課題としたい。

[考察]po.，測定における気道閉塞の方法は、

一方向弁、電磁弁あるいはバルーン等によるものが

多い。しかし、これらの方法には開閉音あるいは口

腔内圧への影響などの問題があり、よい方法とはい

いがたい。今回、われわれが試作した気道シャツタ

は、パルスモータを使用することで乙れらの問題を

解決することができた。また、この気道シャツタに

よる P O • ，iI!IJ定装置は小型のため、狭い病室でもス

イッチを押すだけで簡単に測定できるという乙とも

あってルーチンの検査のひとつになってきている。

波形解析において、直線性の確認でのPo・1波形

の微分は、その最大値を計測することで呼吸中枢か

らの吸気出力および吸気筋力の総合的な指標として

の吸気力の判定につながるものとして、今後検討し

ていきたいと考えている。

[まとめ]1.試作した気道シャツタおよびPo.， 

淑IJ定装置はきわめて有用であった。

2.気道シャツタによる健常者20名のPo.，iII.lJ定値は、

-lc叶120以下となった。

3. Po・l波形の微分は吸気力のlつの指標となる乙

とを確認した。


